
  

 総社市  

 

１ 市町村概要 

総社市は、岡山県の南西部に位置し、東部は岡山市、南部は倉敷

市の２大都市に隣接しています。市の中央を北から南に岡山県の三

大河川のひとつ高梁川が貫流しています。年平均気温は１６．５℃

前後、雨量は年間１０００ｍｍ前後で、瀬戸内海特有の温暖、少雨

の恵まれた気候です。 

 

 

 

 

 

 
 

 

人口 69,766人（世帯数 29,018世帯） ※R4.1月末時点 

主な産業 製造・流通業（自動車部品，食料品ほか），農業（水稲，桃，ぶどう等） 

地域の主なイベント 

４月末頃 吉備路れんげまつり 

８月上旬 市民まつり「雪舟フェスタ」 

２月下旬 そうじゃ吉備路マラソン 

生活環境 

買い物 スーパー（11）、コンビニ（22）、ホームセンター（4） 

医療 病院・診療所（51）、歯科（31） 

学校 保育園(13)、幼稚園(18)、小学校(15)、中学校(4)、高等学校(2)、大学(1) 

 

 

アクセス方法 

岡山駅から ：20km、車で約50分 

岡山空港から：20km、車で約30分 

最寄りICから： 5km、車で約10分 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



２ 新規就農に向けた支援について 

（１）地域農業の特徴 

水稲を中心に果樹や野菜が栽培されており，特に白桃やぶ

どうの果樹栽培は県下有数の産地となっています。しかし近

年は農業従事者の高齢化等により担い手の確保が厳しく，今

後の産地維持のためには新規就農者の力が必要です！ 

 自然条件  

 年間平均気温：16.5℃ 

 年間降水量  ：1,100mm 

 積雪の状況 ：ほとんどない 

（２）就農希望の方へ 

儲かる農業を目指すやる気のある新規就農者を募集しています！ 

   白桃，ぶどうの栽培は県下でも有数の産地となっており，出荷体制も安定しています。生活面で

は自慢できるほど，安心して暮らせる“住みやすいまち”です。 

   就農するなら，ぜひ総社市で！ 

（３）農業体験研修・実務研修の研修主体   ※受入体制の整備状況等により研修生を募集しない場合があります。 

 研修品目 産地の位置 研修主体名 

１ 桃 
山手地区，小寺地区，久代地

区等 

(一般)そうじゃ地食べ公社 

晴れの国岡山農協 

２ セルリー 山手地区 (一般)そうじゃ地食べ公社 

３ ぶどう 秦地区 晴れの国岡山農協 

４ なす 福井地区 晴れの国岡山農協 

 研修受入の条件等 

・年齢：18 歳～50 歳 

・自己資金：500 万円以上 ※品目によっては施設等購入費がかかります 

・市内就農及び市内定住が確実であること。 

・地域との交流が可能であること。 

・家族（妻など）の全面的な協力が得られていること。 

・研修を 2年間受けられること。 

・研修後，組合の一員として営農を続けること。 

（４）就農、定住等に関する支援情報 

就
農
関
係
の
支
援 

農地の確保 

ももでは，耕作放棄地の活用などで園地確保を進めています。 

ぶどうでは，多少の園地を確保しています。なす，セロリでは，研修

開始以降，相談しながら園地を探していきます。 

就業奨励金支給事業 

市内において新たに農業に従事し，将来にわたり専業として農業経営を

続けていこうとする者に対して，奨励金（5万円）を支給する。 

<対象者>申請年度当初において年齢が39歳以下の者。 

その他の支援 
農業士，就農アドバイザー，後継者クラブ員が助言，相談，支援に応

じます。 

そ
の
他
の
支
援
等 

住居の確保 市では市外からの定住を促進しており，空き家等の情報について相談に応じます。 

小児医療費助成事業 
満１５歳までの小児に医療費の自己負担額を助成しています。原則として小学生まで

は無料で医療が受けられます。中学生は自己負担が３割から１割となります。 

移住・定住への支援 

空き家を改修して定住する方にリフォーム助成金（経費の１/２以内，上限３０万円

）があります。また，市内一部地域に定住する方に定住促進助成金があります。 

※詳しくは魅力発信室（０８６６-９２-８３０８）までお問い合わせください。 

   

 新規就農に関する連絡先  

担当課名：総社市農林課                  住   所：岡山県総社市中央1-1-1 

電話番号：０８６６－９２－８２７１   ＦＡＸ番号：０８６６－９２－８３８６ 

Ｈ  Ｐ：http://www.city.soja.okayama.jp 
 


